
1 

文教委員会資料 

令和５年２月 21 日 

学 校 支 援 課 

 

中学校部活動の地域移行に向けた今後の取組について 

 

子どもたちのスポーツ・文化芸術環境の形成と教員の働き方改革の推進を図るため、以下の  

とおり、中学校部活動の地域移行に向けた取組を進めることとしたので、報告する。 

 

１ 地域移行に向けた考え方 

区は、これまで、部活動の充実と教員の負担軽減を図るため、部活動活性化事業や外部指

導員、部活動指導員の配置等により、中学校の部活動の支援を行ってきたところである。一方で、

少子化の進展による生徒数の減少や、競技経験のない部活動の指導、休日の練習・大会引率

など、部活動は教員にとって依然として大きな負担となっているなど、これまでと同様の体制で部

活動を続けていくことは、持続可能性の面において難しい状況にある。 

このような中で、国は、令和４年 12 月 27 日に「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り

方等に関する総合的なガイドライン」（以下「ガイドライン」という。」）を策定し、学校部活動の適切

な運営とともに、新たな地域クラブ活動の在り方や地域移行に向けた進め方等を示したところで

ある。各自治体においては、このガイドラインを踏まえ、推進計画の策定等により、まずは休日の

学校部活動の段階的な地域移行について、地域の実情に応じて可能な限り早期の実現を目指

すことが求められている。 

これらのことから、子どもたちの持続可能なスポーツ・文化芸術環境の形成と教員の働き方改

革をさらに進めるため、区の実情に即した中学校部活動の地域移行に取り組む。 

 

２ 地域移行の進め方 

（１）「（仮称）中学校部活動の地域移行に向けた検討会」の設置及び懇談会の開催 

令和５年４月から、区立中学校長、教育委員会事務局、区民生活部で構成する「（仮称）中

学校部活動の地域移行に向けた検討会」を設置し、これまでの取組の成果等も踏まえ、地域

クラブ活動の運営方法、運営団体・実施主体の整備、費用負担等について検討を行う。   

検討にあたっては、保護者や地域スポーツ・文化芸術団体等との懇談会を開催し、広く意見

を聴取しながら進める。 

 

（２）「（仮称）中学校部活動の地域移行に関する推進計画」の策定 

検討結果を踏まえて、地域移行に向けた方針・取組内容・スケジュール等を定めた「（仮称）

中学校部活動の地域移行に関する推進計画」を策定し、段階的・計画的な取組の推進を図る。 
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（３）その他 

   平成 31 年３月に策定した「杉並区教育委員会運動部活動の在り方に関する指針（ガイドラ

イン）」については、国のガイドライン及び今年度中に改定予定である東京都教育委員会の

「部活動の在り方に関する方針」を踏まえて、文化部活動に関する項目も盛り込みながら、総

合的なガイドラインとして、年度内を目途に改定を行う予定である。 

 

３ 今後の主なスケジュール（予定） 

令和５年４月  検討会の設置 

10月  検討結果のとりまとめ 

12月  推進計画の策定 

令和６年２月  文教委員会に報告 
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